





























































































































































































































































































































































































































母音を単体として考えると，この絵本では母音が 3× 12で 36回使われることになる。














それ以外で見てみると，［t］が 5回と次に多く，［n］が 3回，［h］が 2回となっている。
それ以外は全て 1回ずつで，［k］［g］［b］［p］［s］［d］となっている。［r］の音も，末
尾のものを除くと 3回となり，最初の 2拍の音の中で最も多く使われているのが［t］
4-2-3　対比について
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であることがわかる。
母音の時と同じように，音象徴におけるそれぞれの音の語感を確認しておく。ここで
は，1回限りのものは除き，2回以上用いられているものを取り上げる。
（表6）　『ふたり』に複数回用いられる子音の語感
子音 浜野（2014） 黒川（2012）（2019）
［r］ 回転，流動的な運動 華やか
［t］ 弾力の弱い表面を叩く，軽い，小さい，細かい，弛緩，目立たない
確かさ，充実，たまる感じ，生命力，
にぎやか，艶
［n］ 捉えにくい，滑り，粘着性，のろさ力のなさ，折れ曲がる 親密感，共感
［h］ 美しさ，弱さ，息 ナイーブで優しい
　専門的な語感の意味付けは表 6のようになるが，実際の語感ということになるとやは
り少しずれが生じているようにも思われる。また，黒川の説は，すべての音について体
系的に説明されているわけではないので，不足している点も多い。
そして，ひとつひとつの子音の語感と，4-2-2で見た母音との組み合わせによる語感，
さらには，物語として前後の言葉とのつながりなどとの関係においても，あるいは描か
れている絵から読み取れる表情などの視覚情報なども，語感に大きな影響を与えている
と考えられる。
4-2-3　対比について
そこで，注目したいのが場面⑥と場面⑦との対比である。場面⑥は，ネズミがネコか
ら逃げて，水の中に飛び込むところである。その音が「トプリ」と表現されている。次
の場面⑦は，ネズミを追いかけるネコが水の中に飛び込むところである。その音は「ド
ブリ」と表現されている。「ト［t］」と「ド［d］」，「プ［p］」と「ブ［b］」とで対比され
ている。ネズミの軽さ，小ささを無声子音の［t］［p］で表現し，ネコの重さ，大きさで
有声子音の［d］［b］で表現しているのである。［p］や［b］は，子音としては 1回ずつ
しか出てこないが，この物語でのネコとネズミを特徴づける大切な表現となっている。
さらに，文字（言葉）なしの場面⑧を挟んで，「ゲロリ」という場面⑨，「バタリ」と
いう場面⑩のように，前半には現れなかった濁音「ゲ」「バ」（有声子音［g］［b］）など
が使われて，物語の受ける印象がいったん重さを増すようになっている。
このように，物語の流れ（構成）の中に使われている語の音も関係しているのではな
いかと考えられる。
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4-2-4　物語の構成との関係
そこで，この物語の構成を考えてみたい。大きく起承転結の枠組みでとらえるとする
なら，起：場面①～③，承：場面④～⑦，転：場面⑧～⑩，結：場面⑪～⑫となるので
はないか。①と④はどちらも「ニ〇リ」で始まる。その意味では，起と承とが対比され
た形をとっている。また，承では場面⑥と場面⑦との対比が用いられていて，その帰結
としての場面⑧，つまり言葉のない場面に導かれていく構成となっている。そして，こ
こを境にして，先に述べたように，転の中心部分である場面⑨「ゲ［g］」，場面⑩「バ［b］」
という重みのある音に続く。
最後に場面⑪⑫では，「ネ［n］」「フ［h］」という弱いけれども，親しみのある音感，
そして優しさが「フタリ」という音となって締めくくられる。
喧嘩していたネコとネズミが，「ふたり」仲良く寝ているという情景が映し出されて
いるのである。そこに「優しさ」や「温かさ」というものが「言葉の響き」として読み
手（音声化を考えると聞き手）に伝わるのではないか。
4-3. 分析のまとめ
以上，絵本『ふたり』を取り上げて具体的な分析を試みた。今回の分析では，母音と
子音，音の対比という三つの観点と，物語の構成における音という観点からの分析であっ
たけれども，この『ふたり』という絵本から見えてくる「言葉の響き」をかなり浮き彫
りにすることができた。
この本は，オノマトペを基調とした単純な言葉の積み重ねによって作られた話でもあ
るので，分析も比較的やりやすかったとも言える。さらに，絵本の分類からすればこの
本はオノマトペ絵本に分類される可能性もある。そうなると，「言葉の響き」や「言葉
のリズム」の習得は，絵本の分類で見た中の「言葉・詩」の絵本においてなされるもの
であり，その中でも特にオノマトペがその対象となるものだと考えられがちになってし
まう。
もちろん，典型的な「言葉の響き」をとらえるのには絶好の素材であることは相違な
い。しかしながら，さらに分析的に考察することで，オノマトペ以外の言葉についても
その対象となる素材であることをより明確にしていく必要もあるだろう。
5. 今後の課題「言葉の響き」のとらえ方
前章においては，絵本『ふたり』を用いて，「言葉の響き」の視点からみた絵本の分析
5-1.「言葉の響き」の視点からみた絵本の分析をさらに深化させること
5-2. 研究の対象を絵本から児童文化財全般へと拡張させること
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を行った。そして，それなりに明らかになったこともあった。しかしながら，これと同
じようなことが他の絵本でもできるのかということになると，まだ不確かなことが多い。
そこで本章では，「言葉の響き」の視点からみた絵本の分析的研究に関しての今後の
課題，さらには児童文化財における「言葉の響き」をどのようにとらえていったらよい
のかという研究の展望について 3点述べておきたい。
5-1.「言葉の響き」の視点からみた絵本の分析をさらに深化させること
4-3でも述べたように，今回は一冊の本を用いて分析をしただけである。表現のほと
んどがオノマトペによって構成されていることから，オノマトペ絵本の分析をしたとも
言える。そのオノマトペ絵本の研究は，未だ十分なされているとは言えず，その成果を
活かす段階には至っていないのが現状である。そのような中で，分析の対象を言葉・詩
の絵本，さらには言葉・詩の絵本以外の絵本にまで拡張させていくことで，今回のよう
な分析が「言葉の響き」との関わりをどれだけ深く解明することができるのかも不透明
な状態ではある。
しかしながら，「言葉の響き」にこだわって絵本という児童文化財の分析を深化させ
ていくことで，子どもたちが無意識に身につけていく母語としての「言葉の響き」や「言
葉のリズム」が，どのようなメカニズムで形成されるのかを少しでも明らかにできるの
ではないか。
5-2. 研究の対象を絵本から児童文化財全般へと拡張させること
今回は，絵本を対象として「言葉の響き」について考察した。また，絵本の児童文化
財における位置づけが，他の児童文化財との関係の中で流動的に変化するものであるこ
とも 2章で明らかにした。その意味では，「言葉の響き」の視点から見た絵本の分析的
研究は，絵本の周辺，紙芝居，童話などに必然的に拡張されていくことになる。オノマ
トペ絵本や言葉遊び絵本など，言葉を題材にした言葉・詩の絵本を中心としたメタ言語
的な児童文化財のみが「言葉の響き」を感じる素材なのではなく，広く児童文化財全般
の中に，「言葉の響き」がちりばめられていて，それらが子どもの言語感覚を豊かにし
ていくことに影響しているにちがいない。それを明らかにするために，言語文化財とし
ての絵本を言葉・詩の絵本以外のもの，さらにその周辺の児童文化財にも範囲を拡張さ
せて，「言葉の響き」について分析をすることが必要になるのである。
3章で取り上げた絵本研究の中で，音楽性に着目するという視点があった。その意味
94
では，わらべうたや手遊びなども「言葉の響き」に焦点を当てた研究がなされてもよい
のではないか。
5-3. 幼稚園教員養成という観点から分析力を身につけさせること
最後に，幼稚園教員養成課程における「言語感覚」の重視に対応するためのカリキュ
ラムとして，今回の「言葉の響き」という視点をどのように位置づけていくかも考える
必要がある。
つまり，幼稚園教諭として絵本（あるいは児童文化財全般）という素材を分析する力
をいかに身につけさせるかということを考えなければならないということである。それ
は，小学校以上の教員養成課程における教材研究と指導法研究との関係における教材研
究の力をいかにつけさせるかを考えることと同様である。具体的には，「保育内容の専
門的事項の科目」として扱う内容面の整備とも関わってくる問題である。
無藤隆代表，保育教諭養成課程研究会（2017）『幼稚園教諭養成課程をどう構成するか』
では，新課程に対応するものとして「幼児と言葉」（1単位）という科目を設定している。
その科目の三つの柱「言葉の持つ意義と機能」「言葉に対する感覚を豊かにする実践」「言
葉を育て，想像する楽しさを広げる児童文化財」のうちの二つ目が「言葉の響き」に関
わる事項になると言えよう。ここで，絵本を中心とした児童文化財を具体的に取り上げ
ながら，分析力を身につけさせることが必要である。分析する力を身につけさせるには，
日本語の音声に関する知識も当然基礎的なものとして必要となるだろう。それに加えて，
音象徴や語彙的な知識が関わり，さらに作品の物語性などについての理解も必要となっ
てくるのである。
このような絵本やその他の児童文化財の特徴を分析できる力があってこそ，その読み
聞かせの方法などの指導法の科目との連携が図れるものと考える。その段階では実際の
音声化にともなう言葉の身体性が大きく関わってくる。
注
（1） 保育内容「言葉」のテキスト類，「児童文化」のテキスト類を参考にしながら，主に駒井美智
子編（2018），川勝泰介・浅岡靖央・生駒幸子編著（2018）の 2冊からまとめた。
（2） 「オノマトペ絵本」を取り扱った研究としては，古市（2014），横田・鈴木（2018）を挙げる
ことができる。
（3） 絵本におけるオノマトペの研究は，Ciniiによれば，比較的新しく（2004年以降），その研究
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対象も外国語学習や日本語学習の手立てとしてのもの，障害者の言語習得に関わるものが多く，
幼児の言語習得に関わる研究は極めて数が少ない。それゆえに，絵本における「言葉の響き」
に関わる研究はオノマトペを対象としたものでも，まだまだ手薄な状態にあると言ってよいの
かもしれない。https://ci.nii.ac.jp/search?q=%E3%82%AA%E3%83%8E%E3%83%9E%E3
%83%88%E3%83%9A%E3%80%80%E7%B5%B5%E6%9C%AC&range=0&count=20&s
ortorder=1&type=0（2020.12.21最終閲覧）
（4） 音象徴については，川原繁人（2015・2017）を参照。
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